
生産期間は 18 週／回ですが、育成水槽を使う期間は 12 週／回のため、年間では3～4 回の生産が可能です。
育成水槽2 レーンで6～8 回／年の生産となります。

屋内型エビ生産システム（ISPS）

屋内型エビ生産システム（ISPS）に関する詳細情報をご希望の方は、お気軽にお問合せください。



産学官連携によるシステム開発

弊社は主として閉鎖循環式の育成プラントの開発を担当しましたが、

エビの淡水飼育方法や最適な飼育環境については(独)国際農林水産

業研究センター、エビのストレス要因の解析やストレス緩和方法は

(独)水産総合研究センター、最適な餌については餌メーカーが参加

した産学官連携の研究成果によって本システムは開発されました。

実際の生産現場で使われるエビ育成マニュアルは、弊社と(独)国際

農林水産業研究センターの共同ノウハウ「室内型エビ育成・健康管

理システム」（共同特許申請中）に基づいたものです。

産学官連携功労者の農林水産大臣賞受賞式にて（2009年6月）
左から奥村氏（水産総合研究センター）、ワイルダー氏（国際農林
水産業研究センター）、弊社野原専務


